
《新入学児童・園児の交通事故防止》

春は入学、入園の時期であり、こどもたちの行動範囲もグンと広がり、ご家族の目の届かないところでの行動

も多くなります。登下校時はもとより、新しい友達の家に行ったり、一緒に遊んだりする機会が増えます。

◎ お子さんへの交通安全教育

児童に対しては、道路の横断方法及び交通の状況に応じて自ら判断して安全

に道路を通行できるための必要な知識と技能を習得させることが重要です。

これらを目標に、保護者の方や学校の先生方が、わかりやすく、

「飛び出しをしない」「道路を横断するときは、手をあげる」

＋「左右の車が止まったのを見てから、道路を横断する」

（悲しいことですが、ドライバーが気付かないことも多々あります... ）

等、具体的なフレーズを活用して、繰り返し指導していただくことが大切です。

◎ ドライバーの安全運転

・ 横断歩道に差し掛かったら、横断者の有無に注意しましょう... ですが、

この地区では横断歩道のない場所でも、横断がよくありますので（特に高

齢者の横断には）注意しましょう。

また押しボタン式信号は切り替わる頻度が少ないため、普段から意識し

て見るようにしましょう。

・ 夕方は、早めにライトを点灯し、周囲に車の存在を知らせましょう。

事件・事故緊急事案は１１０番～警察の相談ダイヤル＃９１１０～

時々、就職活動もまだまだ先の若者に「警察官になるためには何をしておいたら

いいですか」と聞かれますが、私はいつも「何でもいいから打ち込んできた事が強

みになる」と答えています。警察官の仕事は、普段の生活で目にする活動以外にも、

実に幅広く、逆に活かせない知識や経験を探す方が難しいくらいです。

少しでも興味があったら、雑談でも構いませんので遠慮なく聞いてください。


